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靑いとんぼ

靑 夏 雪馱 踏いとんぼをきりきりと の で みつぶす

白秋 性慾史 性 對 無意識 狀態 白秋 疑問 持 恐怖 感の それは に する の である が たまたま を ち を じること、 、 、

始 意識 時 時 殘酷 行動 伴から った そして その は には やさしく また には な を ってあらわれること。 、 、 、 、

生來持 虛弱体質 同時 周邊 人があった しかし それは っている からくるものもある と に にいる 々か。 、 。 、

影響 形成 歪 性 感情 田村嘉勝 思 出ら されて されたやや んだ への によってなされたものである ひ にみ。   



虛弱

序文

性感

序文 生 自敍伝的わが ひたち  

石竹 思 出の ひ

自敍伝 湘南文學 湘南短期大學 年る とは   

福岡縣 柳川市 釀造業 虛弱

小 抒情小曲集 歌 私 十五歲以前 幼稚この さな に はれた の の はいかにも な柔順
おとな

然 飾氣しい し のない、 、

時 淫婦 手 恐 赤 石竹 花 無智 生としては の を るゝ い の のやうに あつた わが ひたち

石竹



放尿

なにゆゑに人々
ひとびと

笑の ひしか。

知われは らず、

知 筈え る なし、

そは稚
いとけな

き三歲
さんさい

のむかしなれば。

惱 晝寢 夢わが ましき の よりさめたるとき、

或 女 兩手ふくらなる る の は

彈機
ば ね

のごとも慌
あは

てたる熱
あつ

力き もて

抱 光 掾側 連かき き れる へと れゆきぬ、 。

花 赤 小 花 石竹 花ありき き さき の、 、 。

無邪氣 放尿たる

幼兒 靜は こころなく凝視
み つ

めつつあり。

赤 赤 石竹 花き き の は痛
いた

瞳きまでその にうつり、

何ものか、背後
うしろ

にて擽
こそば

繪艸紙 古ゆし の ぼけし、 手觸
て ざ は り

にや

暑 日き なりき、

物音もなき 鹽河
しほがは

傍 眞畫の のあかるき なりき。



蒸 如 幼年すが き の恐怖
おそれ

より

尿
いばり

しつつ われのただ凝視
み つ

めてありし

赤 花 小 花 目き さき に、 、 痛
いた

石竹 花き の 。

蒸 如 幼年すが き の恐怖
おそれ

より 尿
いばり

しつつ われのただ凝視
み つ

めてありし

ふ

或 女 兩手くらなる る の は 彈機
ば ね

のごとも慌
あは

てたる熱
あつ

力 抱き もて かき き

繪艸紙 古 手触の ぼけし

口腔期 肛門期 男根期

江戶



から撫子
なでしこ

性 自覺

車百合 接吻 性

臭
にほひ

女のふかき きて

身體
からだ

も熱
あつ

くすりよりぬ。

車百合そのときそばの

赤く逆上
の ぼ

せて きらきらと、

北原白秋集  

朱赤色



蜻蛉
とんぼ

動 風吹かず かず、 。

後退
あとし

恐ざりつつ るれば

汗 手 强ばみし はまた く

抱つと きあげて接吻
く ち つ

けぬ。

くるしさ つらさ なつかしさ、 、 。

草 萎は れて きりぎりす、

暮 夕日き にはねかへる。

性 性 芽生の

赤 逆く

上せて

くるしさ つらさ なつかしさ

心象

臭 女のふかき 身体 熱も くすりよりぬ

汗 手 强 抱ばみし はまた く つと きあげて接吻
く ち つ

けぬ。

或 女 兩手ふくらなる る の は 彈機
ば ね

のごとも慌
あは

てたる熱
あつ

き

力 抱もて かき き

車百合赤 逆上く せて きらきらと

性



接吻

後

怖 女ろしきその 、

夜なつかしきその 。

翌
あけ

日 西の は よりのぼり、

恐怖
おそれ

光 咲と にロンドン く。

血 赤のごとく きロンドン。

甲虫はねかへる 、

われはただロンドンに

言葉 顫 恐なく へて る。

生 第一わが の の接吻
キス

。

柳河 松葉牧丹ロンドン

生 第一 接吻わが の の



翌 日 西の は よりのぼり

血 赤のごとく きロンドン

女おそろしきその

三歲 時 私 劇の は しい、 窒扶斯
チ ブ ス

罹に つた さうして。 朱欒
ザボン

花 白 通 葬列 見 私の の くちるかげから つてゆく を て

初 乳母 死 知は めて の を つた。彼女 私 身熱 高は の のあまり かつたため何時
い つ

病しか を傳染
うつ

私 身代されて の、

死りに んだのである。私 彼女 於 記憶 別 母上 伸の に ける は にこれといふものもない ただ のふところから。

白 柩 眺 時 時 初 終びあがつて い を めた その が めのまた わりであつた、 。次 來 乳母 云に た はおいそと つた。

私はよく彼女
か れ

と外目
ほかめ

母 家 行の の に つては何時
い つ

長 滯留も 々と した。 生 立わが い ち



恐怖

乳母なれど せ、

恐ちに れき。執着
しふちやく

よ、臨終
いまは

刹那 淚の なき、 老
おい

の眼
まなこ

母 激 愛は よりも しき に、 我
われ

靑みつめ く

白みき。

椎 花の

木 花の はほのかにちりぬ。

日 椎 片岡もゆふべ の、 、

影 薄 光さむみ ら に、

君泣きぬ われもすがりぬ、 。

髮 香の か、目見
ま み

のうるみか、

靑 鳥い   棄兒
すてご

の棄兒
すてご

の 眞實
ほんと

のお母
つか

さんが外
ほか

にある。

柳河語 白秋



衣
きぬ

裾そよぎ にほそぼそ、 、

虫啼きぬ かかるうれひに、 。

君ああ かくて よいくとき、 、 、

かく縋
すが

泣り かくや きけむ、 。

そのかみか いまか うつつか、 、 、

知 世さて らじ さきの のゆめ、 。

君

赤き

椿

わが眼
め

赤 藪椿に き 。



外
そと

空氣の にあかあかと、

音 光 落なく り はた つる、 、 。

死 乳母いま にのぞむわが の

かなしき眼
め

藪椿つき 。

醜
みにく

き面
かほ

をゆがめつつ

家畜
かちく

泣のごとく はた くは、 、

手わが を執
と

吸るは ひつくは、 、

憎
にく

く、汚
きた

恐なく ろしき

最愛
さいあい

手の か たましひか、 。

かの眼
め

赤 藪椿に き

小さき頭腦
あたま

にあかあかと、

音 光 落なく り はた つる、 、 。

眼 赤わが に き

藪椿 眼 赤 藪椿かの に き

眼 藪椿かなしき つき

藪椿

憎
にく

く、汚
きた

恐なく ろしき 最愛
さいあい

手の か たましひか、 。

小 頭腦さき にあかあか

音 光 落と なく り はた つる、 、 、 。

乳母 眺 追憶 中 椿 愛 象徵それはいつか とともに めた の の で の であろう

北原白秋集  

春首落 不吉

嬋娟
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要 旨

花 自然物 中 一番視覺的 嗅覺的 感覺性 際立 存在 花は の で にも にも その が つ である そのような を、 。

素材 作 作品 感覺詩人 言 北原白秋 特徵 表にして られた には と われる の がよく れている。

特 詩集 思 出 詩人自身 性慾史 感覺史 作品 多に ひ は の であり であるといったような が い  、 。

乳母 關 幼兒 性感 愛 情感 表現 探そのなかで に する からの から の がどのように されているのかを ってみ

詩人 特別 乳母 記憶 關係 花 意味性 象徵性 考た とくに だけの な の との で がもつ または についても えてみ。

例 石竹 花 車百合 椿 花 花 性 對 恐怖 乳母た えば の の などにみえる のイメージから に する そして の。 、 、 、

愛 死 戀愛感情 屈折 確認と による の があったことを したといえる、 。

美 自然物 花 實体 何 鮮明 自分 內面世界 可視的 印象しい のなかで の は より に の を に づけることができ

作品 美 世界 花 自然物 實体 超越 超現實的 幻像的 詩た このように のなかの の には はただの の を し で な。 、

的雰囲氣 釀 出 一要素 役割 卽 詩人 多樣 花 現を し す としての をはたしているともいえる ち は な という。 、

實的 素材 自分 情感 注射 幻像的 花 再構成 思な に の を し な のイメージに していると う。

性感キーワード
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